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インカレ男子 団体7位
12月9日～10日、神奈川県藤沢市の日本大学生物資源科学部体育館で男子のインカレⅠ部が開催されました。
早稲田は団体戦上位入賞こそなりませんでしたが、4年生の西川和真選手が67kg級でメダルを獲得したほか、複数の

選手が自己ベストを更新するなど、選手10人で合計87点を獲得し、団体戦7位の成績を収めました。
ご支援いただいた皆さま、応援していただいた皆さまに心よりお礼申し上げます。

C&ジャーク126kgを挙げ日本新記録を樹立した
田中美奈選手(スポーツ科学部4年)

OB・OGの皆さま、日ごろより早稲田大学ウエイトリフティング
部へのご支援、誠にありがとうございます。
12月に藤沢市で行われた全日本大学対抗選手権において

男子は団体戦7位の成績となりました。怪我人もいるなかでし
たがベストのメンバーで臨み、1点1点の積み重ねがこの結果に
繋がったと思います。同時に、近年の成績と比較すると見劣り
するところもあり、多くの部員が悔しさを覚えた大会でもあったと
思います。

この結果を踏まえ、次年度以降再び早稲田が飛躍するため
に、部員一人ひとり向上心を持って取り組んでまいりますので、
今後とも変わらぬご支援をよろしくお願いします。

駒阪勇気（スポーツ科学部4年）
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インカレ女子 三連覇達成！

昨年12月のインカレで女子は、創部以来初となる「三連覇」を達成することができました。
このような結果を残すことができたのも、ひとえにOB・OG皆さまからの温かいご声援と遠征助成金など

多大なるご支援のおかげです。心より感謝申し上げます。
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インカレ三連覇を果たした女子部員

インカレでは「チーム早稲田」の一体感
を強く感じました。選手や指導者だけで
なく、遠方からわざわざ大阪まで駆けつけ
てくださったOB・OGの皆さま、部員保護
者の皆さま、全ての方々の力があったか
らこそ、三連覇を達成することができたと
実感しております。

憧れであった早稲田大学ウエイトリフ
ティング部で素敵な仲間と出会い、共に
インカレに挑めたことはこの上ない幸せで
す。新チームとなりましたが、諸先輩方か
ら受け継いだバトンを次は「4連覇」に向
けて後輩たちが全力で繋げてくれることと
思います。

今後とも、ご支援ご声援のほどよろしく
お願い申し上げます。

吉田いぶき（スポーツ科学部4年）

12月16日～17日、大阪府羽曳野市のはびきのコロセアムで女子のインカレが開催されました。
昨年に続き女王の座奪還を狙う東京国際大学と最後まで予断を許さない展開となりましたが、早稲田は

64kg級で橋本夏実選手、76kg級で田中美奈選手、81kg級で加茂千弦選手が優勝。さらに選手全員が
メダルを獲得するなど総合力で勝る早稲田が粘る東京国際を振り切り、3年連続6度目となる優勝を果たしま
した。インカレ三連覇は創部以来初の快挙です。
また、76kg級・田中選手はC&ジャーク第三試技で126kgを挙げ、日本新記録を樹立しました。早稲田現

役部員による日本記録更新は、2006年女子インカレで冨田(城内)史子先輩(代表委員・H19卒)が達成
して以来17年ぶりのことです。
ご支援をいただいた皆さま、応援していただいた皆さまに心よりお礼申し上げます。



女子大阪遠征・山梨合宿助成金協賛のお礼と報告
インカレ女子の大阪遠征と部の山梨合宿に向けた助成金の募金に対し多大なるご支援を賜りました。心から

感謝申し上げます。このたびの募金にご協力いただいた皆さまのお名前をご紹介させていただきます。

皆さまからいただいた助成金は部員・指導スタッフの遠征費用の一部としてありがたく使わせていただきました。
また、ご支援いただいた皆さまには、部からインカレ女子出場選手8名の署名が入ったお礼状と「インカレ女子

V3記念Tシャツ進呈のご案内」を送付させていただきました。

◆助成金協賛総額 1,543,000円
◆寄付者ご芳名 ※敬称略

井田浩史(S34) 田口薫(S42) 山内英雄(S42) 村岡芳彦(S44) 上野稔(S45)
谷川吉史(S45) 森武彦(S45) 鵜飼信一(S46) 岩永勉(S47) 正木隆至(S48)
鷲田徹夫(S49) 石橋義久(S51) 志田典明(S51) 宮川優(S52) 海﨑良仙(S54)
荒木宏久(S55) 高橋靖夫(S57) 相場浩徳(S58) 加納修(S59) 野中弘一(H01)
根本進(H05) 森田稔哉(H07) 谷川高(H09) 升田友也(H09) 清水大輔(H11)
吉野千枝里(H25) 武田健(H29) 後藤虹海(R04) 久保美波(R05)
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2023年度インカレ及び年間総括
松本潮霞コーチに2023年度の振り返りとともに男女のインカレを総括してもらいました。

2023年度はコロナが明け、元どおりとは言えないまでも本格的に対面や集団での活動を再開することが
できました。特に数多くの制約があるなかで入学してきた今の4年生にとっては、アフターコロナでのチームビル
ディングは困難の連続だったことと思います。
しかし、個々の強みと弱みを理解しながら、互いが部の一員としてサポートし合える関係を構築し、話し合

いを通じて団結力を高めていきました。「応援されるチーム」や「優勝する選手」はどのような姿であるべきかを
常に追求し続けた結果が、インカレでの成果に繋がったのだと思います。先輩方から託された「襷」を繋いで
のインカレ女子「三連覇」達成、歴史的な年となりました。
いつも支えてくださる皆さまに良いご報告ができるよう、今年も「実り豊かな稲穂」であるよう、スタッフ一同

選手をサポートしてまいります。引き続き応援のほどよろしくお願い申し上げます。
松本潮霞（コーチ・H26卒）
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全日本女子選抜選手権結果
11月22日～23日、佐賀県有田町の歴史と文化の森公園

焱の博記念堂で全日本女子選抜選手権及び全日本社会人
選手権が開催されました。
女子選抜は、55kg級で小堀美穂選手、+87kg級で吉田琴

乃選手が優勝、76kg級では柏木麻希選手が2位、吉武温子
選手が3位入賞を果たすなど大会を盛り上げました。
また、部員4人で臨んだ早稲田女子は、55kg級で吉田いぶき

選手がC&ジャークで大会新記録をマークするなど奮闘しましたが、
団体戦6位でレディースカップには手が届きませんでした。

76kg級の表彰台に立つ柏木選手と吉武選手
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全日本社会人選手権結果
全日本女子選抜選手権に続き、11月24日～26日に行わ

れた全日本社会人選手権では、67kg級で木村勇喜選手、
73kg級で佐藤康太郎選手が優勝。さらに、73kg級では生頼
啓暉選手が2位、安達貴弘選手が3位でメダルを獲得するなど
早稲田OBの活躍が目立ちました。

最優秀選手賞を獲得した佐藤康太郎選手

アジア選手権結果/鈴木先輩 銀メダル獲得
2月3日～10日、ウズベキスタンで開催されたアジア選手権大会に鈴木梨羅選手が出場しました。
鈴木選手は49kg級でスナッチ82kg、C&ジャーク109kg、トータル191kgを挙げ、C&ジャークとトータルで

2つの銀メダルを獲得しました。安嶋千晶選手は競技を棄権しました。
鈴木選手と安嶋選手は、4月にタイで開催されるIWFワールドカップ大会に日本代表として派遣されることが

決まっており、同大会がパリオリンピック代表権獲得に向けた最終戦となります。
部員・OB・OG一同、お二人の活躍を期待し応援しています。

（写真：日本ウエイトリフティング協会 Facebook公式ページより転載）
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新体制のお知らせ・主将抱負
小山秀斗主将を中心に部の新体制が始動しました。

小山秀斗（スポーツ科学部3年）主将
原志歩（スポーツ科学部3年）副将/女子主将
橋本夏実（スポーツ科学部3年）主務
須藤之博（スポーツ科学部2年）副務
堤茉央（スポーツ科学部2年）
田中陽（スポーツ科学部1年）

OB・OG係

主将 小山秀斗
こんにちは。このたび主将に就任いたしました、小山秀斗です。
新体制における目標は、「インカレ男子3位、女子4連覇」です。またチーム像として、男子

は「話し合いができるチーム」、女子は「全員が主役になれるチーム」を目指します。
これらの目標を達成できるよう、部員全員が「謙虚さ」、「素直さ」、「周りへの感謝」の3つを

持って競技に取り組んでいけるような雰囲気を作っていきます。また私自身も、結果をもって
姿勢を示し、名実ともに主将として相応しい成績と態度を見せていきたいと思っております。
日ごろから支えてくださる全ての方々、指導してくださるコーチ陣の先輩方への感謝の気持ち

を持ち、結果で恩返しができるよう、チーム一丸で必ず目標を達成します。

主将、女子主将に抱負を伺いました。皆さま、応援よろしくお願いいたします。

副将/女子主将 原志歩
このたび、早稲田大学ウエイトリフティング部副将/女子主将に就任しました、原志歩です。
昨年12月に行われたインカレで女子は目標としていた三連覇を成し遂げることができました。

ご支援、ご声援いただいた皆さまに心よりお礼申し上げます。
今年度の目標は「インカレ4連覇」です。女子は4月に新入部員5人を迎え、10人のチーム

になる予定です。少人数だからこそ一人ひとりが挙げるべき重量・目標を明確にし、「全員が
主役のチーム」を作っていきたいと考えています。そして、12月のインカレでは先輩方から受け
継いだバトンを必ずや4連覇に繋げ、4年連続で「紺碧の空」を会場に響かせます。
私自身も結果と行動でチームを優勝に導くことができるよう、主将としての責任感を持って

一年間全うしていきます。早稲田大学ウエイトリフティング部に一層のご支援、ご声援を賜り
ますよう、よろしくお願い申し上げます。
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訃報
伊藤茂先輩（監事・S51卒）が永眠されました。
長年にわたる当部ならびに当会へのご支援に対し心から感謝申し上げ、哀悼の意を捧げます。



ご支援のお願い（再掲）
現役部員の部活動継続に向けて以下の部財政援助を企画し、2020年度からOB・OGの皆さまに継続して

ご案内しています。取り組みの趣旨をご理解の上ご協力を賜れますと幸いです。
なお、2023年度は部員1名からの出願に対し、計350,000円の給付を実施しています。

【部奨学金の安定的運用に向けた支援金の募金について】

【申込方法】
早稲田大学の寄付制度による「ウエイトリフティング部」指定寄付
※ 本制度による寄付は、寄付金控除の対象となります。

指定寄付は通年、以下のURLからお申込みいただけます。
https://kifu-form.waseda.jp/waseda/exp/explanation.htm

[操作手順]
1. 上記URLのページで『下記(上記)の条件に同意し「寄付を申し込む」』をクリック
2. STEP1申込入力で必要事項を入力、「寄付の種類」欄で「体育各部または早稲田スポーツ全般」を選択、

続いて「指定先」欄で「ウエイトリフティング部」を選択
3. 決済情報入力後、『入力内容確認へ』をクリック、その後、STEP2確認画面～STEP3完了へと進む
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資源価格高騰の影響や気候変動に伴う風水害等の発生により、わが部においても家計急変で修学の
継続が難しくなる部員が出てくることが懸念されます。志を持って早稲田に進学・入部してきた後輩たちが
誰一人として経済的理由により修学をあきらめることのないよう準備しておきたいと存じます。
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1月21日、早稲田大学大隈ガーデンハウス・カフェテリアにおいて、幹事会が開催されました。
短い時間ではありましたが、各議題について本会の目的を達成すべく活発な議論が交わされました。遅くなりましたが、

以下に要旨をご報告いたします。ご出席いただいた先輩の皆さま、ありがとうございました。
【出席者】※敬称略
上野稔(S45) 志田典明(S51) 数野裕之(S59) 加納修(S59) 野中弘一(H01) 岡田純一(H02) 幾島稔(H03)
吉岡史生(H13) 武井誠一郎(H24) 松本潮霞(H26) 堀井勇也(H27) 鈴木梨羅(R03) 生頼啓暉(H04)

幹事会報告

[議題1] 能登半島地震被災会員に対する支援について
石川県在住・出身OB・OGの安否確認結果として、4人全員の無事を確認したことの報告がありました。
また、地震により本人自宅が全壊相当の被害を受けた小町史華先輩(常任幹事・H28卒)について被災会員と認め、会則に

基づき年会費の納入を2025年度まで免除すること、災害見舞金として30,000円を贈呈すること、有志会員個人による支援の
呼びかけを行うことを確認しました。

[議題2] 山梨・大阪遠征助成金の募金額・運用について
2023年度の部財政援助の取り組みとして実施した山梨合宿・女子大阪遠征に向けた助成金の募金額が、1,512,000円と

なったこと、部に対し1,000,000円の直接支援を行ったことの報告がありました。※最終募金額は1,543,000円となりました。
また、差額512,000円について特別会計「部遠征補助等」に積み立てた上で、インカレ女子V3記念Tシャツを制作し部に寄贈

する（部員と寄付協賛者に進呈するほか高校生の勧誘・交流等にも活用する）こと、3月3日開催予定の祝勝会兼予餞会の
経費補助に充当することを確認しました。

[議題3] 次期役員体制について
幹事長より以下の事項について事前説明があり、3月3日開催予定の2023年度総会に付議することを確認しました。

(1) 幹事長対応実務の負荷分散、後任育成等を目的として、新たに「副幹事長」ポスト（男女各1名）を追加
(2) 幹事（各卒部年次）の選任を自動化、女子の参加促進を考慮し原則「男女主将経験者」（H18卒～）に見直し
(3) 副幹事長候補として吉野千枝里先輩(H25卒)、監事候補として谷川吉史先輩(S45卒)を推薦

以上


